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南方資源利用技術研究会誌

泡盛の構造と物性 (特)-粘度の測定とその経時変化一

琉球大学理学部 ･海洋自然科学科 寺尾新司 ･中根 潤 ･岡本 修

他部 修 ･上原興盛

オリオンビール㈱ ○儀間敦夫

【緒 言】

泡盛に関する研究はこれまで幅広い分野で行われており､古くは富里らによる成分研究))や琴の

醗酵経過中の化学成分の変化2)等がある｡近年は､玉城らによる新酒一古酒間での一般化学成分の

差異3)泡盛の酸敗酒と正常酒についての研究4)が報告されているO

また､泡盛を含めたエタノール水溶液 (水-エタノール混合溶媒)の溶媒構造の研究も数多くな

されており､特にその中で核磁器共喝 (NMR)法を用いた赤星ら5)によると､水分子のOH基の

プロトンNMRスペクトルの形状がブロードになり､半値幅の増大が認められていることからエタ

ノールと水分子の水素結合が Aging効果により増大していくと説明されている｡ しかし玉城 らに

よると逆に170-NMRシグナルの線幅が減少することから､分子運動の自由度が増加し､このこ

とより泡盛の熟成過程は水の水素結合が切断され､クラスターが小さくなっていく過程と考察 して

いるがその構造については理論的には解明されていない｡

そこで､これまで泡盛の溶媒構造について､粘度のデータに基づいた考察の報告がない事と､ま

た一般に粘度は溶液の構造と深い関わり合いがあることが知られている事により､今回著者らは泡

盛の経時変化による粘度の変化を測定し､そのデータから泡盛の新酒一古酒間での溶媒構造の変化

について考案を行った｡その結果､泡盛の熟成における粘度の測定から何らかの見知が得られるも

のと確信した｡

【方 法】

実験に使用したサンプルは､1990年8月､1991年6月に新酒4品､古酒 7品､また1993年 8月

に新酒6品の合計17品である｡またサンプリングの方法は､実際に各酒造所に行き製造年月日､銘

柄等を確認した上で､予め洗浄済みの中蓋付きのガラス容器 (5L)に入れ､その後持ち帰ったサ

ンプルは暗室にて保存した｡

測定は､密度測定を循環式冷却装置25.00±0.03℃に調整した恒温槽で､文献6)に従って行った｡

また､粘度の測定も同様に文献6)に従って行い､動粘度 (cSt)と密度より算出した｡

【結果 ･考察】

結果として､泡盛の熟成過程において､粘度が経時変化によって減少する事が明らかに分かった｡

また､その変化量としては､新酒の方が大きく古酒になると穏やかになっていく傾向がある｡

一般に粘度の減少は次のような場合に起こると考えられる｡まず､溶液中に溶媒構造破壊性のイ

オンが増加すると､溶液の粘度はJones-Doieの粘度式7)

77-77OA√C+BC

に従って減少する｡式中のA､Bは各電解質またはイオンに対しての定数で､Aは常にA> 0であ

るが､Bは溶媒構造破壊性のイオン (または塩)に対してはB<0である｡水溶液系ではAは大体
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1012mol/L付近にあり (A≦10-2)､BはKBrやKlのような溶媒構造破壊性のイオンを含む溶液

の場合はBはおよそ10･lmol/L程度である｡従って､上式からC<10･2mol/Lの濃度では､構造

破壊性のイオンが存在しても粘度が減少する事はほとんど起こらないことになる (玉城らの文献に

よると～10-2オーダーにある).しかし､著者らは泡盛が経時変化によって粘度が減少することを

明らかにした｡

また､クラスター形成等による溶媒構造の変化という視点からすると､Eyringら8'による液体の

粘度は､

77-Ae(AE/R')

で表される｡Aは溶媒についての定数､△Eは活性化エネルギーである｡これによると△Eは溶媒

構造に大きく依存しており､粘度が溶媒構造の変化に伴って変化する事を示している｡

以上のことから､泡盛の粘度の経時変化が主に泡盛の溶媒構造の変化に依存していることが推測

される｡また､著者らが進めている分光学的データの解析で水素結合の経時変化が認められている

ことや､電気化学的測定からの考察と合わせた総合的な見知､更にはその溶媒構造の変化において

ある特定の化学物質が極めて重要な役割を演じているのではないか等､そのメカニズムについても

現在追跡中であり､その詳細については次回報告の予定である｡
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